




いただいたお便りへの返信として 

 

 

この事業を始めた当初は社会人と大学生ボランティアでの運営でした。 

内容が多岐にわたるにつれ人手不足となり、高校生のボランティアを募集する

ことになりました。 

当初は高校生ボランティアも迷いながらの募集でした。 

原付バイクで会場に乗り付けてくるような男の子達も居ましたが、いざ子供達

と接すると、一生懸命で楽しそうに遊んでいる姿が見られました。 

勿論、個人差はあり、どうして良いか分らず尻込みしている子や、いつの間に

か自分の好きなことをしている子と、様々ではあります。 

しかし「疲れた～、でも楽しかった！」と素直な感想を聞き、高校生ボランテ

ィアの可能性を感じて募集を続けることにしました。 

高校生ボランティアの想像以上の活躍に、中学生へも範囲を広げてきました。 

さすがに中学生はなかなか思うような活躍とはいきませんが、子供達と楽しそ

うに遊ぶ姿が見られ、ボランティア依頼が可能と判断しました。 

 

ボランティアについては初めて参加する中学生には事前説明会の参加を義務

づけ、他の初めての方にもできる限り説明会参加をお願いしています。 

事前説明会では自閉症についての講義も受けてもらっていますが、半日の説明

会で理解できることは限られています。 

ボランティア活動とは何かとなれば、経験を積むことで理解していくしかない

のかもしれません。 

 

家族付添のボランティアの人達は、家族サポートが第一の努めです。 

それに加えて障がい者に触れる機会をつくることで、少しでも障がい者を理解

する機会になればという目的もあります。それは家族の方々がこれまで努力し、

社会へアピールしてきたことでもあると思います。 

中高生の頃の若いうちに、そのような経験をできれば、少なくても参加した

ボランティア達は、日常で障がい者と出会っても奇異な目で見ることが少なく

なるでしょう。 



しかし、このイベントでボランティアとの交流を参加者へ強制できることで

もありません。 

確かに、どちらがボランティアか分らない状態になることもあります。 

ボランティア各自の温度差を理解いただいた上で選択していただく必要がある

のかもしれません。 

それでも、ボランティアの皆さんもそれぞれ精一杯の努力をしてくれているこ

とを理解いただければと思います。 

 

これまで何度か交流を目的に一般の方の参加も検討したことがあります。 

しかし参加家族の方々から、気兼ねなく参加出来るイベントとして続けて欲し

いという声もあり、今のような開催を続けています。 

 

これからも、皆さんに参加いただき、楽しい時間を過ごすことができる場作

りをして行きたいと思います。 

 

 

熱気球ふれあい事業実行委員会 
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